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南西諸島における
サトウキビ省力的安定多収生産の要点
―産業の持続的発展に向けて―（後編）

サトウキビコンサルタント　杉本　明

【要約】
　南西諸島においてサトウキビ産業が持続的に発展するために必要な技術の基本的な方向を10月号と11月
号の2回に分けて掲載する。前号では南西諸島が現在の苦境を脱するための基本的な方向が株出し多収性を
備える品種およびケーンハーベスタ、ビレットプランタの利用による省力的な多回株出し安定多収生産であ
ると述べた。後編の今号では、農業機械、圃

΄

場
͡ΐう

、労働力の高度利用、IoTを利用した可視化システムがその
実現に有用であることを述べる。また、工場稼働性向上に向けたトラッシュの問題と操業期間拡張検討の基
本的要点を述べる。そして、南西諸島各地の自然環境の特徴、サトウキビ生産の現状、問題点、問題克服の
基本的方向について概観する。さらに、ケーンハーベスタ・ビレットプランタによる植え付け体系を実現す
るための技術上の基本的要点（機械の改良、苗生産圃場の設置、株出し多収性品種の利用など）について述
べ、ケーンハーベスタ・ビレットプランタを中心とする原料生産について種苗生産用圃場として植え付けを
行い、種苗の収穫後に原料生産用圃場として栽培を継続するモデルケースの概要を示す。

第̍章�　南西諸島のサトウキビ
生産の現状と目指す࢟�
ʕ後ฤʕ

̒�ɽατ΢ΩϏ産ۀͷҰ૚ͷൃలʹඞཁͳࣄ
߲ʙࠓ೔͔Β໌೔΁ʙ

ʢ̍ʣ�೶ػۀցɺ圃場ɺ࿑ಇྗߴ౓ར用ͷ࣮
けͯ޲ʹݱ

　いずれの地域でも共௨の事߲であるが、資ۚを౤

ೖして農業ػցを導ೖするためには、౤資を্回る

効果をಘることが必ਢの事߲である。ػց導ೖの目

的は、ᶃػցのڧい力を༻いることによって、人力

やச力のみではできなかったะ場の౔৕৚݅をվળ

することによって作物の安定多収化、すなわち౔地

生産性の向্をਤることᶄ労ಇڧ度の高い作業をػ

ցで実施することで軽労化をਤり、従事者の݈߁ҡ

持と労ಇのշ適性向্をਤることᶅ作業効཰を高

め、労ಇ生産性を向্さͤることᶆそれらのことに

より次ੈ୅のࢀೖをଅ進することʵである。ᶃʙᶆ

を目的とするػցの導ೖは、経Ӧとしてのサトウキ

ビ作の効཰性（収ӹ性向্）が保ূされてॳめて定

ணする。そのために必要な事߲は、（Ξ）サトウキ

ビの୯Ґ収ྔの向্（Π）ػց自体の高いՔಇ性の

実現（ウ）ػց導ೖによって可能になるะ場の高度

なར༻およͼ（Τ）労ಇ力の高度な׆༻ʵである。

（Ξ）ʙ（Τ）の実現には、第一に現状の解ੳと、解

ੳにͮ͘جར༻高度化に向けたγφϦΦのߏஙが必

要である。ߏஙに向けては、*P5のར༻による実ଶ

の可ࢹ化とؔ܎者間での共有、໰୊点のఠ出と解ੳ

が効果的である。

　すでに開発されている*P5を࢖༻したγスςϜの

実ྫとしては、現ࡏ社会実૷への道をาんでいる

調査 ・報告

p47-58 調査報告 南西諸島.indd   47 2021/10/29   10:18



48 砂糖類・でん粉情報 2021.11

資料：2019年ISSCT総会議事録30号掲載論文　吉峰拓海ら　pp.570–579より

図１　収穫機稼働管理システムを使用して作成した複数のケーンハーベスタの稼働状況

「収穫機稼働管理システム」が挙げられる。「収穫機

稼働管理システム」は、ケーンハーベスタの稼働状

況やトラクタによる作業の進捗状況などを可視化で

きるシステムで、今後の利用が期待される（図１）。

（２）製糖工場の稼働性向上に向けて
　製糖工場の稼働性向上は①一日当たり価値創出量

の増大と②稼働期間の長期化によってもたらされ

る。①一日当たり価値創出量の増大は原料となるサ

トウキビの糖度を中心とする高価値物質含有率の高

低、工場設備・操業技術の優劣によって決まる。②

稼働期間の長期化は収穫期間の長期化と連動する。

原料の成熟に季節性が高く、製糖工場は多くの場合、

作物成熟後の限られた稼働期間に多くの原料を処理

することで多量の製品を生産する必要があるため

に、原料総量の割には設備が大きく、設備過剰とな

ることが多いが、操業期間を長期化し得れば設備の

縮小が可能になり、設備過剰の回避につながる。原

料生産の面では、ケーンハーベスタの稼働率が向上

するために、導入台数を節約でき、イニシャルコス

ト（初期費用）の縮減につながる。また、労働の平

準化が可能になることによって、職能集団の養成、

生活の安定化につながり、経営規模拡大の技術的基

礎ともなる。一方で、工場稼働期間の長期化は、工

場操業に携わる季節雇用労働の雇用期間拡張により

製糖会社に賃金支出の増加を強いることになる。し

かしこのことは、地域経済の視点では、雇用労働の

一層の安定化（究極的には常勤労働化）につながる。

　①一日当たり価値創出量の増大を図るために、第

一に考えられるのが工場の製品歩留まりを下げる要

因の排除である。そのためには第一に、原料と共に

持ち込まれる土砂や非原料部位であるトラッシュの

最小化が求められる（写真１）。

写真１　�ケーンハーベスタ収穫時のトラッシュ
（梢

しょう

頭
とう

部
ぶ

や枯葉など）の混入状況
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　一方、੡品าཹまりを্͛るためのサトウキビଆ

の要Ҽである成分特性の向্は、品種վྑと栽培法、

とりわけ施肥の内༰によってもたらされる。具体的

には、高糖性品種を༻いて஠ૉ施肥をૣいஈ֊でऴ

ྃさͤることで、サトウキビݸ体の૿体がಷ化しそ

の分の光合成産物がγϣ糖としてܪ中に஝ੵされ、

γϣ糖ؚ有཰が高まる。

　ただྑ޷な๖
΄う

ժ
が

にはΤωϧΪー源となるγϣ糖と

ともに、それを成長にస化さͤるための஠ૉ分が必

要である。ಉ一品種の場合、糖度と株出しの๖ժと

の間にはج本的にऑい൓ൺྫのؔ܎がೝめられるた

め、高糖にִたり過ぎると๖ժがѱ͘なる。糖度の

高い原ྉのڅڙと株出し多収のૅجとなる適切な๖

ժのҡ持には、஝ੵされたγϣ糖とؐݩ糖（஫）・஠

ૉ分などのόϥンスが取れていることがॏ要であ

る。ちなみに๖ժのྑ൱は体内ཆ分の΄か、Թ度、

౔৕水分のӨڹも受けるため、総合的なબ୒を要す

るところである。

　έーンハーベスタՔಇ期間の長期化は原ྉサトウ

キビの糖஝ੵのૣ期化と൩期化がج本৚݅となる。

また、南西諸島のように߱Ӎ日の多いقઅに収穫を

実施している地域では、౔৕水分の高いะ場でもՔ

ಇ可能でかつ作物をଛইしない収穫・ӡൖػցのར

༻が必要である。糖஝ੵのૣ期化・൩期化は品種特

性のվมと஠ૉ施肥の޻෉によってୡ成される。生

産者は੡糖ૢ業期間・収穫期間の長期化に൐って、

収穫ܭ画を立てることが必要であり、実施しようと

する収穫時期に適したෳ਺の品種を༻いることが必

要である。

（஫）�ؐ 物࣭であるとともに成長֐糖はγϣ糖のথੳ્ݩ
のために必要な物࣭である。

ʢ̏ʣ࡞෺ͷߴ౓ར用ʹ޲けͯ
　サトウキビ産業の持続的な発展は、地ٿ環境の保

શにԊったܗでの人類に必要な物資（৯ྉ・Τωϧ

Ϊー・ણҡ࣭੡品など）の継続的な安定څڙの確保、

およͼଞ産業とൺべてḮ৭のない収ӹ性・շ適性の

確保によって安ṉされる。それをຬ足するために必

要な事߲は、これまでにड़べたように、高度なػց

化一؏サトウキビ生産体系の確立である。

　地ٿ環境保શの目ඪにԊった物資の継続的なڅڙ

に向けてはこれまでड़べてきたことにՃえ、作物の

高度ར༻が必要である。作物の高度ར༻に向けて考

えられることは、砂糖生産およͼ（όΨスを༻いた）

ৠؾ・ి力生産、Ճ޻೩ྉ生産にՃえ、ܪ中に஝ੵ

されたؐݩ糖を中৺とする未ར༻成分を原ྉとした

Τタϊーϧ生産、ણҡ࣭をར༻したણҡ࣭੡品（ό

ΠΦプϥスςΟοク、෍੡品、ࢴ੡品）、糖ຶやϫο

クス成分を༻いた化ֶ੡品（ༀ品をؚΉ）の生産で

ある。また、ধ಄部など、ඇ原ྉ部Ґのར༻もॏ要

である。究ۃの施ઃ・ػց・作物の高度ར༻はप೥

収穫・प೥ૢ業にͮ͘جサトウキビの多ஈ֊ར༻で

ある。

　一೥を௨してԹஆでൺֱ的Ӎྔが多͘、かつ生産

໛な南西諸島のような生産地域でن໛がൺֱ的খن

は、౔৕水分の多いะ場でのԁ׈なՔಇを保ূしう

る農業ػցが導ೖされれば、品種のվྑは可能であ

ると思われるため、究ۃの高෇ՃՁ஋生産であるप

೥収穫・多ஈ֊ར༻によるサトウキビ総合産業が創

出される可能性が高い。これについてはまた、ผの

。会にड़べようと思うػ

̓�ɽೆ੢ॾౡʹ͓けΔατ΢ΩϏ生産ͷݱঢ়
ͱ໰୊఺

ʢ̍ʣ�ατ΢ΩϏ生産ʹؔ܎ͷਂ͍ೆ੢ॾౡ
ͷؾ৅ͷಛ௃

　南西諸島のサトウキビ生産は、੡糖޻場のஔかれ

ている地域で言うと、๺から、鹿児島県が種ࢠ島、

Ԅඒେ島、تք島、ಙ೭島、沖Ӭྑ部島、༩論島、

沖縄県がҏฏ԰島（ؚຶ糖を生産している。ҎԼ「ؚ」

とࡌه）、ҏੋ໊島、ҏߐ島（ؚ）、沖縄本島、ٱถ
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ʢ̎ʣατ΢ΩϏ生産ͷݱঢ়ͱ໰୊఺
　ʢΞʣೆ੢ॾౡʹ͓けΔατ΢ΩϏ生産ͷݱঢ়
　σータは省ུするが、南西諸島各地で栽培໘ੵ、

生産ྔ、生産従事者がそろってݮগしている。どの

作ܕも୯Ґ収ྔは௿い。ハーベスタ収穫が80�を

越えており、ੈ ք的にもػց化が進んだ地域であり、

ց化一؏栽培体系を௨͡た高収ྔ・高収ӹ経Ӧがػ

ੈքのどこよりもٻ͘ڧめられる地域である。ද̍

にྩ࿨ݩ೥期の南西諸島各地における生産状況をࣔ

す。

島、҄国島（ؚ）、๺େ౦島、南େ౦島、ݹٶ島、

ҏྑ部島、多ྑ間島（ؚ）、ੴ֞島、西ද島（ؚ）、

খ඿島（ؚ）、༩ಹ国島（ؚ）、೾র間島（ؚ）など

の島々で各地域のװج的産業׆動として行われてい

る（ਤ2）。έοϖンの۠ީؾ分ではԹ帯࣪५地帯

にあるが、島
とう

嶼
しΐ

であり、ւྲྀのӨڹで௿Թになり難

͘、一ൠ的には、ૼの߱りる種ࢠ島をআき、ѥ熱帯

性のީؾであると言われる。種ࢠ島とԄඒେ島の間

に生物૬でԹ帯とѥ熱帯を分けている౉੉線（஫）が

Ҿかれていることを஌っておきたい。߱Ӎにはقઅ

性がೝめられ、ج本的にはՆにӍが多いが݄̓は੖

ఱが続͘ことが多͘、ׯばつඃ֐がස発する。また、

各地にകӍと言われるӍقがଘࡏする。南西諸島南

部ീॏࢁ諸島のകӍはૣ （݄̑͘̕日ʙ݄̒29日）、

最๺の種ࢠ島（݄̑�1日ʙ݄̓1�日）との間には

20日΄どのࠩ異がೝめられる。このؾ৅্のࠩ異

はཅ光の๛かなՆ場における౔৕水分の多Չをࣔࠦ

しており、サトウキビの生育へのӨڹがେきい。ക

Ӎ時期のࠩ異は౔৕の特性と共に、最๺の種ࢠ島の

୯Ґ収ྔがଞのどの地域より多いことの主Ҽである

とච者は考えている。このകӍのӍを্ख͘ར༻す

ることは南西諸島におけるサトウキビの安定多収栽

培の要点の一つであることを֮えておきたい。いず

れの地域も、ౙは௿Թで、߱ӍྔはগないがӍఱ日

またはಶఱ日が多い。

（஫）�԰ٱ島、種ࢠ島とԄඒ܈島の間に౦西にҾかれる動
物およͼ২物の۠境ք線。

渡瀬線

図̎　ατ΢ΩϏのओͳੜ࢈஍Ҭ
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ද̍　஍Ҭผのੜ࢈ঢ়گとͦのಛ௃

種ࢠ島
・�৽২にՃえた2回の株出し継続（̏೥̏作）で、̓U�10Bఔ度の栽培が長͘続いている。
・原ྉܪ収ྔは南西諸島の中では高い。
・ྩ࿨ݩ೥期のશ作ܕでの୯Ґ収ྔは�
11� LH�10Bである。
・�௿Թ期がૣ͘来るためࡏะ期間が短͘、؁ᤝ糖度（੡糖าཹまり）は1��0�（11�15）�と௿い。

Ԅඒ地域
・ຖ೥の安定した௿Թで؁ᤝ糖度（੡糖าཹまり）は1���8（12�55）�ఔ度とൺֱ的高い。
・ຖ೥のようにՆがগӍで水が不足する時期があり、ܪの৳長がఀ଺することが多͘গ収。
・य़২えと株出しのᤝܪ収ྔは特に௿͘、શ作ܕฏۉの୯Ґ収ྔも5
221ᶵ�10Bఔ度と௿い。

ੴ֞島
（南西諸島最南部）

・�୯Ґ収ྔが௿い（5
1�� LH�10B）とともに、ౙに߱Ӎ日が多いことでԁ׈なػց収穫が実施
できず޻場のૢ業がしばしばࢭٳするというେきな໰୊点を๊えている。
・�かつてはハϦΨωϜγなどの৯֐で株出しの実施がࠔ難であったがベΠトࡎの普及でࠀ෰して
いる。
・ะ場からྲྀ出した౔砂がԊ؛水域をԚછすることがେきな໰୊となっている。

島ݹٶ
・株出しのগ収がେきな課୊。
・શ体的にも୯Ґ収ྔが௿い（�
��� LH�10B）。
のないこの地域では地ԼμϜに水源を頼ることが多͘、サトウキビะ場からの༨৒஠ૉが঳ࢁ�・
。ଶ஠ૉとして地Լ水をԚછしているという໰୊がେきいࢎ

南・๺େ౦島

・この਺೥、୯Ґ収ྔの向্がݦ著。
・ྩ࿨ݩ೥期の୯Ґ収ྔは南େ౦島で8
151 LH�10B、๺େ౦島では�
���ᶵ�10Bと県内ਵ一。
、がେきいが、それにՃえ長೥݄にわたって主導品種であり続けた'1�1に୅わりڹ৅のӨؾ�・
現ࡏでは多収性の品種RK9�Ȃ1�などが主導品種として༻いられることもॏ要な要Ҽの一つ。
・େܕ・中ܕのハーベスタをج൫としたػց化栽培体系がその中৺。

沖縄本島地域

・౎ࢢ化が進み、ଞ作物へのస༻も進められている。
・一චのะ場໘ੵはڱখでะ場はࣼ܏している。
・�国಄Ϛージ、島৲Ϛージ、ジϟーΨϧなどの౔৕に分かれ、それͧれ肥培管理に特徴的なݸ性
を༩えている。
・౎ࢢ化、݉業、స業へのରԠが課୊である。

資ྉɿච者作成

　୆෩・ׯばつにൺֱ的ڧいために安定多収を期଴

して実施されることの多いՆ২えの収ྔがશ体的に

௿いことがେきな໰୊である。य़২えも株出しもগ

収である。

　ྩ࿨ݩ೥期の島ผ作ܕผの୯Ґ収ྔをද2にࣔし

た。Ն২えの୯Ґ収ྔは10Ξーϧ౰たり8トン、

̕トンを期଴するところから見るとۃめて௿い。य़

২えはׯばつや୆෩ඃ֐を受けқ͘、よりগ収であ

る。株出しは௿Թ期に高糖度のサトウキビを収穫す

ることもあって๖ժがѱ͘௿ௐで、य़২えとಉఔ度

である。

　どの地域も、य़২えは݄̍ʙ݄̐、Ն২えは8݄ʙ

10݄に行われる。栽২ີ度は2ժබで10Ξーϧ౰

たり�000本ఔ度、ੈքの多਺ྫにൺべるとૄ২で

ある。収穫は、௿Թ期に౰たる12݄ʙཌ݄̐まで

のおよそ100日間ఔ度で行うྫが多い。੡糖޻場

のૢ業開始はૣい޻場で12݄から、ૢ業ऴྃは஗

い޻場で݄̐຤ࠒである。ྩ࿨ݩ೥期のૢ業開始は

一൪ૣかったのが南େ౦島で12݄̏日、ૢ業ऴྃ

が最も஗かったのはҏྑ部島の݄̐2�日であった。

ૢ業期間はいずれの޻場も短͘100日ఔ度という

؁ᤝ糖度は南େ౦島（1��89�）。અ産業であるق

や種ࢠ島（1��0��）で௿͘、中ԝ部にۙいԄඒେ

島（15�19�）やٱถ島（15�1��）ではൺֱ的高

い。収穫後の品࣭ྼ化は、ूՙ管理がྑ͘収穫から

な໰୊にはࠁोまでの時間が短いこともあって深ࡡ

なっていない。適切な収穫時期については株出しの

๖ժのこととも合わͤ、より深いݕ౼が必要である。

　২え෇けから収穫までの肥培管理などについては

ެ的ؔػによって栽培指針が作られ、生産農Ոはそ

れにԊう意ࣝのԼで栽培を実施している。80ʙ90

അ力ఔ度のトϥクタとけんҾܕのプϥウ、サϒιΠ
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ϥ（ࣸਅ2、̏）などによる৺౔ഁࡅ、深ߞ（౔の

൓సはආけた方がྑい場合も多い）およͼىߞをし、

ロータϦーܕのࡅ౔ػ（ࣸਅ̐）でࡅ౔した後にશ

のプϥンタ（ࣸਅ̑）で২える（ハーベスタをࣜܪ

༻いたබ生産が可能で省力効果の高いビϨοトܕの

プϥンタが導ೖ・普及され始めている）。あるいは

Ϧοジϟーで২えߔを۷り、人力で২える。深২え

は行われず実࣭的には10ʙ20センνϝートϧఔ度

のઙ২えである。その分高い培౔でิっている点が

特徴であるが、このश׳は株্がりが生͡る原Ҽの

一つでもある。収穫はέーンハーベスタによること

が多い。

　ʢΠʣ�ೆ ੢ॾౡʹ͓けΔατ΢ΩϏ生産ͷ໰୊఺
޲෰ͷํࠀ

　南西諸島のサトウキビ生産にはػց化一؏作業を

本とする栽培体系が必ਢであるとड़べた。ಉ時にج

島嶼地域であることが特徴の南西諸島のะ場はڱখ

でେ部分がւに向かってࣼ܏しているともड़べた。

ะ場がڱখでࣼ܏地が多いことはػց化一؏栽培体

系の؍点では不རなことを意ຯする。また、地域総

体として、؍光がॏ要な産業であり、島がサンΰ঴

にғまれていることは、౔砂ྲྀ出がւ඿Ԛછとして

地域経্ࡁの໰୊になりқいことを意ຯしている。

その中でج本的にੈքඪ४よりངかに୯Ґ収ྔが௿

͘、その向্が౰໘の課୊であるともड़べた。この

અではその具体的な࢟をड़べようと思う。

　まず前提としたいのが、౔砂ྲྀ出の最খ化である。

サトウキビを作ることによってଞのେきな収ೖ源に

ইをつけたのではݩもࢠもない。そして飛躍的な省

力化・軽労化である。人は労苦をආけたいものであ

るし、ॏ労ಇや多๩な作業の࿈続では୲いखはଞ産

業にྲྀ出する。不安定なޏ༻は社会の安定的発展を

ଛなう。さらに、経Ӧの向্・収ӹの向্が必要で

ある。๛かな生׆が望めなければ経Ӧのଘ続はࠔ難

である。্هのいずれにも有効なのが株出しの多収

ද̎　ౡผ栽培ܕผの୯Ґ収ྔʢྩ࿨ݩ೥ظʣ
（୯Ґɿᶵ�10B）

Ն২え य़২え 株出し
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資ྉɿ鹿児島県、沖縄県「さとうきͼ及ͼ؁しΌ糖生産実੷」をجにච者作成
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ࣸਅ̑　ਂ২͑ܕのશࣜܪϓϥϯλ
資ྉɿϠンϚーΞάϦ株ࣜ会社のΧタロάより

ࣸਅ̐　ϩʔλϦʔࡅܕ౔機
資ྉɿϠンϚーΞάϦ株ࣜ会社のΧタロάより

ࣸਅ̎　͚ΜҾܕσΟεΫϓϥ΢
資ྉɿϠンϚーΞάϦ株ࣜ会社のΧタロάより

ࣸਅ3　αϒιΠϥɾύϫʔϋϩʔ一ମߞਂܕ機
ʢΞλονϝϯτのલ෦͕αϒιΠϥɺޙ෦͕ύϫʔϋϩʔʣ

資ྉɿϠンϚーΞάϦ株ࣜ会社のΧタロάより

化・長期間࿈続化である。

　それを省力化・軽労化へのӨڹが高い、高度なػ

ց化で実現するのがそのૅجである。経Ӧ向্のた

めには高度なػց化を最খ限のίストで実現するこ

とが必要であり、それを可能にするのが*P5の׆༻

である。さらには収穫期間の長期化にͮ͘ج、作業・

ะ場ར༻のप೥化もそれにݙߩする。੡糖޻場のՔ

ಇ高度化への効果もେき͘、それは収穫・ૢ業期間

の֦ுから始まる。収穫期間を前進的に֦ுすれば、

ハーベスタなどの高ֹなػցのՔಇ性が確実に高ま

るし、ΦϖϨータなどの専門性が高まり৬業として

の安定性が向্する。また、ൺֱ的ஆかい時期に収

穫できるので株出しの๖ժおよͼॳ期生育が向্す

るため、多回株出し安定多収化にも適している。

　しかし、Կよりも南西諸島における持続的なサト

ウキビ生産の必ਢ事߲であるػց化栽培体系Լでの

多回株出し多収栽培には、それに適する品種のར༻

が必要である。すでに、ܪが͘ࡉ、トϥογϡ཰・

ણҡ分は高いが高糖性の「はるのおうぎ」、また、

糖度্ঢ時期は஗いものの株出し多収性が༏れる

「RK10ʵ29」などの品種、およͼ有望系統が開発

されている。太ܪで高糖・௿ણҡ・トϥογϡのগ

ないطଘの品種にػց化栽培体系Լでの多回株出し

多収性が望み難いとしたら、その特性に多গの不足

はあってもそれを許༰することが必要かもしれなײ

い。そのことを௚໘する໰୊としてݕ౼すべき時期

に来ている。そして、それを総合的に実現するため

に必要なのが、έーンハーベスタによる༏ྑ種බの
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収穫・ௐ੡、ビϨοトプϥンタによる২え෇けのػ

ց化一؏栽培体系である。

̔ɽ�έʔϯϋʔϕελ・ϏϨοτϓϥϯλʹ
ΑΔ࠿培ମܥΛ࣮͢ݱΔͨΊʹඞཁͳٕ
ज़্ͷཁ఺

ʢ̍ʣػցͷ։ൃͱվྑ
　ビϨοトプϥンタ（ࣸਅ̒）の׆༻のためには、

ցの開発とվྑが必要である。その要点はҎԼのػ

௨りである。まずは、現状の作ߔ・২え෇け体系で

の発ժ཰向্、そして�0センνϝートϧఔ度の深

২えを可能にする「深২えܕビϨοトプϥンタ」の

開発である（ࣸਅ̓）。深২えの場合、ともすると

େӍにૺ۰してබが౔にຒまって஠ଉしてしまうة

能ػのߔ২え෇けと共にഉ水・ߔがあるため、作ݥ

を備えていることが必要であることは、前ฤでड़べ

た。また、現状ではබのஔচの確実性（஫）が௿いの

で向্することが必要である。

　一方、ハーベスタによる種බの収穫・ௐ੡である

が、ࡋஅ長が短いとժࢠのଛইが多いため、多અබ

を前提とした長めの種බの方がྑい。しかし、බが

長いとかさが૿え、ӡൖڑ཭が長い場合は໰୊であ

る。බとするサトウキビの生育にରԠしうるබ長の

可ม化が必要である。

　さらに、ビϨοトプϥンタによる২え෇けに際し

て現時点でのܽ点は、ハーベスタでの種බ࠾取・ௐ

੡からビϨοトプϥンタによる২え෇けまでの間

に、人力による作業がڬまることである。࠾බから

২え෇けまでのすべての޻ఔでख਺のかかる人力作

業を最খ化することが普及の伴となるであろう。具

体的には、（ハーベスタでの種බ࠾取・ௐ੡とビϨο

トプϥンタによる২え෇けは̍ʙ2人で作業可能で

あるが）බӡൖに、ڑ཭やӡൖ਺ྔにԠ͡た時間、

人員、トϥοク਺、υϥΠόー、クϨーン要員が必

要となり、২え෇けن໛でม化するබྔとබ生産ะ

場と原ྉ生産ะ場のڑ཭、保有ثػにより、必要人

਺やॴ༻時間が異なり、効཰的作業਱行が੍限され

ることが໰୊である。原ྉ生産ะ場へのڑ཭を短͘

するබ生産༻ะ場の分ࢄઃஔや、̍日の২え෇けن

໛や作業ྔを定ܕ化するなどで解ফが可能であろ

う。શൠにクϨーンが必要なこともؚめ੡糖期の

ハーベスタ原ྉのूՙ方法をԠ༻するなど、࠾බし

たビϨοトබをいかにਝ଎؆ศにビϨοトプϥンタ

に౥ࡌするかが普及の伴である。

（஫）බが২ߔにண実にམちること。

ࣸਅ̒　ϏϨοτϓϥϯλ ࣸਅ̓　�ϏϨοτϓϥϯλʹΑるබのஔচঢ়گ
ʢઙ২͑Ͱ͋るʣ
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ʢ̎ʣබാͷઃஔͱͦͷߴ౓ར用
　݈શ種බの௿ίスト生産には種බ࠾取後の原ྉܪ

ะ場としてのར༻を前提としてබ生産༻ะ場をઃஔ

すると効཰性が高い（ࣸਅ8）。य़に収穫するय़২

え༻、Նに収穫するՆ২え༻、ともに発ժ੎の高い

若いܪを収穫することを前提としたい。ܪ਺は多い

方がྑい。અ間長は短͘ありたい。

　種බに適した若いܪを収穫した後の๖ժは原ྉܪ

を収穫した後の๖ժとൺべ๖ժ਺、その੎いともに

ངかに高いのが普௨である。株出しの多収・多回化

による২え෇け໘ੵのઅ໿により、実࣭的な種බ生

産ίストはେき͘縮ݮすることができる。

ʢ̏ʣ࠾බ͔Β植え付け·ͰͷγεςϜԽ
　ビϨοトプϥンタによる২え෇けの場合、ハーベ

スタによる࠾බから২え෇けにࢸる޻ఔから、人力

作業をഉআすることが؊要であるとड़べた。ハーベ

スタのվྑとૢ作ٕज़の向্、ビϨοトプϥンタの

վྑと共に、その間をつなぐػցの開発、そしてશ

体޻ఔの一؏ػց化が必要である。

ʢ̐ʣέʔϯϋʔϕελͷ௕ؒظར用
　高ֹなػցを必要とするέーンハーベスタ・ビ

Ϩοトプϥンタによる২え෇け体系の普及にはػց

੔備ίストの௿ݮがॏ要であるが、そのためには੔

備するػցの୆਺をઅ໿することにつながる作業期

間の長期化すなわち作業分ࢄが有効である。このこ

とはಉ時に作業に౰たる人員の収ೖ安定にもつなが

り、専門性のڧ化によるٕ能の向্も期଴される。

収穫期と২え෇け期がॏなる場合、ԁ׈な作業の実

施には多਺のέーンハーベスタが必要となりػց੔

備ίストの্ঢに௚結する。έーンハーベスタの効

཰的なՔಇには、収穫期をආけた২え෇け時期、す

なわち現行の収穫期を前提にした場合はՆ২えのৼ

が有効である。Ն২えによる多回株出し安定多収ڵ

栽培がٻめられるΏえんである。品種のબ定などに

際してཹ意すべき事߲である。

̕�ɽೆ੢ॾౡʹ͓けΔଟճ株出し҆ఆଟ収࠿
培ʙ໨ඪͱ͢ΔػցԽҰ؏࠿培ମܥͷϞσ
ϧέʔεͷ֓ཁʙ

　多回株出し安定多収生産の要点は株出し多収性品

種をར༻することを前提に、ᶃ深͘২え෇けてࠜݍ

౔৕༰ྔを多͘確保することᶄ株্がりを最খ化す

るために培౔高を௿͘཈えることʵである。౔৕の

肥ཊ度が高ければその効果は一૚高まる。その্に

ᶅྑ࣭බを࢖えるようබ生産ะ場をઃஔできればな

おྑい。

　ҎԼは南西諸島が目指すべき望ましい࢟として深

২え༻のビϨοトプϥンタによる২え෇けを前提と

するػց化一؏多回株出し多収栽培の޻ఔ֓要のϞ

σϧである（ਤ̏）。ここでࣔす޻ఔ֓要の要は、

බ生産༻のะ場をઃஔし、බの࠾取後にそれを株出

しにҠ行して原ྉ༻サトウキビの生産ะ場にしよう

とするところである。実際にはこの内༰を؊に、経

Ӧの実状に合わͤてできることから始めることにな

る。

≪බ生産用圃場≫
　ᶃ　圃場ͷ४උ
　බ収穫後に多回株出し（株出しからは原ྉ生産༻

ะ場として̐回ఔ度継続するために）での原ྉ生産

を実施することを前提として、株্がりの཈੍に有

ࣸਅ̔　�බੜ࢈ะ৔ʹ͓͚るέʔϯϋʔ
ϕελʹΑる࠾බの༷ࢠ
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　ᶈ　施肥・培土
　収穫後の適切な時期に施肥・培౔（10センνϝー

トϧఔ度ް）を実施する。

　ᶉ　収穫
　株出しॲ理からおよそ̍೥後に株出しの収穫を実

施する。出来る限り଎やかに株出しॲ理を実施して

第2回株出しにҠ行する。これを̐回株出しఔ度ま

で܁りฦし継続する。

༻な深২えを行うためにะ場の深ߞが必要である。

ะ場の深ߞには、৺౔ഁࡅが可能なサϒιΠϥ・

Ϧーύー、プϥウのར༻が有効である（ࣸਅ2、̏ ）。

౔৕の保શに不ܕىߞ栽培の有༻性が高いと思われ

ることから、Ϧーύー・ύϫーハロー（またはロー

タϦー）一体ܕの部分深ػߞによる部分深ߞの有༻

性が高いと思われる（ࣸਅ̏）。ݩ沖縄県農業ࢼ験

場ݹٶ島ࢧॴ長のେ৓ਖ਼ࢯࢢの提এҎ来్ઈえてい

るىߞݮ栽培を部分ىߞによる省力的多回株出多収

生産とஔき換えてݕ౼したい。

　ᶄ　छබ生産用圃場ͷ植え付け
　種බ࠾取後は原ྉ生産༻株出しะ場となることか

ら、株্がりの཈੍に有効な深২えが必要である。

深২えでは、発ժ前の߱Ӎによる୷水֐、クϥスト

のܗ成による発ժ不ྑがةዧされることから、ഉ水

のビϨοトプϥンタのܕ能を備える深২えػ作੡ߔ

開発と普及が必要である。࠾බはึࠇපなどのප֐

発生がな͘生育のྑい৽২ะ場をର৅とすることが

ॏ要である。

　ᶅ　施肥・培土
　種බとなるܪの発ժ੎を向্するために必要な஠

ૉ施肥のॆ実を前提とした௨ৗの肥培管理（ฏۉ培

౔）を実施する。

　ᶆ　छබͷ࠾औͱௐ੡
　γϣ糖の஝ੵが不े分な（発ժ੎を向্するため

に必要なؐݩ糖や஠ૉ分が多い）うちに種බとして

収穫するため、২え෇け後̕ʙ10Χ݄で収穫する

ことが必要である（࠾බ時期からࢉٯして種බ生産

ะ場の২え෇け時期をܾめる）。種බの࠾取はέー

ンハーベスタで行う（ࣸਅ8）。種බ࠾取後は原ྉ

生産༻の株出し栽培にҠ行するために、מり取りは

地際で行い、શઅを種බとする。࠾取した種බは原

ྉ生産༻ะ場に深২えܕのビϨοトプϥンタによっ

て২え෇ける。

　ᶇ　株出し処理
　施肥・中ߞなど（ܣ

うͶ

間
ま

の৺౔ഁࡅができればより

ྑい）を実施して原ྉ生産༻の株出し栽培にҠ行す

る。෴౔は10センνϝートϧఔ度のްさとする。

トϥογϡのॲ理を実施する場合、ハーベスタ収穫

によりࢄཚしたރ༿、ধ಄部などを౔৕中にすきこ

みつつ作業ができるػց、ྫえばスクープのར༻が

有効である（ࣸਅ̕、10）。

ࣸਅ̕　株出し؅ཧ機

ࣸਅ��　தۀ࡞ߞ機械ʢεΨϊεΫʔϓʣ
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≪原料生産用圃場≫
　⑧　植え付け
　ഉ水ػ能を備える深২えܕビϨοトプϥンタを༻

いてྑ࣭・݈શな種බを原ྉ生産༻サトウキビะ場

に�0センνϝートϧఔ度の深さで২え෇ける。種

බの࠾取から২え෇けまでの作業をすべてػց化す

ることが؊要である。栽২ີ度（২え෇け種බ਺）

は発ժ཰などをצ案して高͘（多͘）する。

　⑨　施肥・中耕・培土
　施肥・中ߞ、さらに施肥・培౔を実施した後、お

苗生産用圃場

原料生産用圃場

①圃場の準備 ②植え付け ③施肥・培土 ④種苗の採取
と調製 ⑤株出し処理

⑥施肥・培土
⑦収穫

※⑤～⑦を４
回程度繰返す

⑧植え付け⑨施肥・中耕、
施肥・培土

⑩収穫・株出
し処理・施肥
※⑩⑨を４回
程度繰返す

苗生産用圃場は苗採取後、
原料生産用圃場となる

図3　目標とする機械化一貫多回株出し多収栽培の工程概要

よそ̍೥後に৽২の収穫を実施する。

　⑩　収穫・株出し処理・施肥
　収穫に際しては地際מり取りを৺ֻける。原ྉܪ

として必要な糖度と株出し๖ժとのߧۉのとれた糖

度のܪが収穫できるようにཹ意する。原ྉサトウキ

ビの収穫後はできるだけ଎やかに施肥・株出しॲ理

を実施して第̍回株出し栽培にҠ行する。これを̐

回株出し（̑回目の収穫）ఔ度まで܁りฦして継続

する。

おわりに　�
第̍章をด͡るにあたって
　南西諸島のサトウキビะ場ではׯばつや、୆෩に

よるඃ֐がස発する。生育のૣいஈ֊で୆෩にૺえ

ばܪのંଛが多発するし、後期にૺえば生༿のই֐

で糖度্ঢがఀ଺し、ܪの৳長もࢭまる。生育Ԣ੝

なՆ期にස発するׯばつはܪの成長を્֐する。日

本の品種は௿Թを糖度্ঢのػܖとしているもの

の、収穫期のؾԹはサトウキビの生育適Թとൺべて

かなり௿͘、株出し多収のためのྑ޷な๖ժとॳ期

の生育を્֐する。いずれもগ収の要Ҽである。๖

ժ期の௿Թと生育Ԣ੝期のׯばつ、そして୆෩、サ

トウキビからみた南西諸島は、ੈք的にも不ྑな環

境であると言わ͟るをಘない。

　そのような中、収ྔの向্と安定に向け、適切な

肥培管理、すなわち適期・適管理が言われてٱしい

が、その実施は༰қではな͘、୯Ґ収ྔが௿͘不安

定でかつ株出しの継続回਺がগないという苦境にվ

ળは見られない。さらにࡢ今、後継者が育たず、生

産者の高ྸ化もあって୲いखがݮগし、その結果と

して収穫໘ੵも生産ྔもݮগを続けている。この苦

境をࠀ෰して産業を持続的な発展に向けるため、後

継者を育てるためには、๛かな明日を展望できるサ
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トウキビの今日を創ることが必要であろう。今日を

明日につなぐことのできる適切な管理とはどんなも

のだろうか？老若男女が実施しやすいもの、しかも

そこに産業史の最前線があるはずのものであろう。

省力的で効果的な肥培管理のあり方に向け、もう一

度サトウキビの特性の深部から考えなおす必要があ

ると思われる。

　こうした中、ハーベスタの普及が8割を越えて収

穫の軽労化が進み、作業への従事時間は飛躍的に短

縮している。また、省力化の切り札ともいえる多回

株出しの実現に向け、画期的な株出し多収性を備え

る品種「はるのおうぎ」が育成され、株出し多収が

特徴の有望系統「RK10-29」が開発されている。

そのような、いわば闇の中の光明とも言える状況を

受け、この稿では苦境からの脱却に始まり、後継者

の確保、未来への持続的な発展に向けた道筋を描い

てみた。

　具体的な、骨太の方針を立てるためには、ともす

ると経験に頼りすぎ、帰納法的結果に依拠し過ぎる

中、物事の始まり、産業のそもそも、すなわちサト

ウキビの特性の深部、地域の自然環境・社会的環境

の特徴についての深い理解が必要である。本稿がい

ささか理屈に過ぎ、遠回りとも思える思考を続けて

きたのはそれ故である。お許し願いたいと思う。

　次の稿である第2章では、本提案の主目的である

島ごと・地域ごとの取るべき行動について、できる

限り具体的で実行可能性の高い方法を「南西諸島各

地における省力的な多回株出し安定多収栽培の要

点」として提案する予定である。不足や分かり難い

点、異論については生産の現場で、現場の方々と意

見を交換できればと願っている。
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